
持続可能な物流の構築を目指した製配販3層の取組み
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本日の報告内容

１．メーカー・卸・小売の取組み－「FSP会議」

・「物流テーマ」 における製配販の連携経緯

・「ﾌｰﾄﾞｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ・ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨｰﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会議（FSP会議）」

・「FSP会議」での議論を通じた成果物

２．サプライチェーンを繋ぐ情報流の現状と課題

・ 加工食品流通業界の情報流の現状

・ メーカー・卸間の情報流効率化に向けた取組み

・ 商品情報連携におけるサプライチェーン間での課題
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（１）「物流テーマ」 における製配販の連携経緯

（２）「フードサプライチェーン・サステナビリティプロジェクト会議（FSP

会議）」

（３）「FSP会議」での議論を通じた成果物

2

1．メーカー・卸・小売の取組み－「FSP会議」



Copyright © 2025 Japan Processed Foods Wholesalers Association All Rights Reserved. 

（１）「物流テーマ」における製配販3層の連携経緯

・2019年7月 全日本トラック協会食料品部会から受注日翌日

納品から翌々日納品へのリードタイム延長要望

・2019年9月 日食協 「リードタイム（LT）延長化について」

・2020年6月 製･配･販連携協議会 ロジスティクス最適化WG

LT延長問題 「基本的な考え方と取組の方向性」

・2020年12月 食品メーカー8社と卸6社の共同ワーク開始

～ ・受注締め時間後倒しの実証実験

・2021年10月 製配販各層が取り組むべき施策を取りまとめ

・2022年4月 FSP会議発足－製配販３層の取組み開始

・2024年4月 FSP会議に「SM物流研究会」が加入
3
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（２）フードサプライチェーン・サステナビリティプロジェクト会議（FSP会議）

4

①目 的
・フードサプライチェーン全体の使命である「生活者への途切れることのない食品供給」
を将来にわたり維持発展させるために、協調して取組む必要のある「物流」及び「情
報流」の課題を発掘し、その解決策を製（製造業）、配（卸売業）、販（小売
業）の三層でそれぞれの業界および個社の事情を超えて議論し、社会実装する。

②構成メンバー
・小売業：日本スーパーマーケット協会（JSA）

全国スーパーマーケット協会（NSAJ）
オール日本スーパーマーケット協会（AJS）
SM物流研究会（2024年4月加盟）

・卸売業：日本加工食品卸協会（NSK）
・製造業：食品物流未来推進会議（SBM）

味の素、カゴメ、キッコーマン食品、キユーピー
日清オイリオ、日清製粉ウェルナ、ハウス、ミツカン

チルド物流研究会（2025年8月加盟）
伊藤ハム米久ホールディングス、江崎グリコ、日清食品チルド
日清ヨーク、日本ハム、プリマハム、丸大食品、明治
森永乳業、雪印メグミルク
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【物流の法規制化に向けた「メーカー・卸・小売3層での協調対応」】

・「物流の適正化・生産性向上に向けたガイドライン」 に対応する 「加工食品業界

製配販行動指針」 の共同作成とPDCAの実践

・「荷待ち・荷役作業削減に向けた加工食品業界の取組みガイドライン」 の共同作成

・上記を踏まえた各団体の 「物流の適正化・生産性向上に向けた自主行動計画」 の

共同作成

【「持続可能な物流の構築」のための商慣習の是正】

・店舗納品期限「2分の１残し」への統一化と、それを前提としたメーカー・卸間納品

期限のルール化

・3層間の最適連携を目指す、小売・卸間、卸・メーカー間の定番発注締めの時間調整

・特売・新商品の確定数量化を可能にする、適正納品リードタイムの確保

5

（３）「FSP会議」 での議論を通じた 「成果物」
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メーカー・卸間 納品リードタイム・受注締め時間状況 （首都圏エリア：2025年7月現在）

6

１．全賛助会員メーカー（120社）を対象とした構成

社数 構成比① 社数 構成比① 社数 構成比① 社数 構成比① 社数 構成比① 社数 構成比①

午前締 21 17.5% 56 46.7% 22 18.3% 27 22.5% 7 5.8% 77 64.2%

午後締 0 0.0% 43 35.8% 38 31.7% 1 0.8% 4 3.3% 43 35.8%

合計 21 17.5% 99 82.5% 60 50.0% 28 23.3% 11 9.2% 120 100.0%

 

２．賛助会員メーカー中　従来LT1メーカー（81社）を対象とした構成 ３．午後締LT2メーカーの受注締め時間

社数 構成比③

社数 構成比② 社数 構成比② 社数 構成比② 22 73.3%

午前締 21 25.9% 22 27.2% 46 56.8% 11 36.7%

午後締 0 0.0% 38 46.9% 35 43.2% 5 16.7%

合計 21 25.9% 60 74.1% 81 100.0% 38 126.7%

LT1日 LT2日以上
合計

LT1日→LT2日 従来からLT2日 従来からLT3日以上

14:00

15:00

合計

現状でもLT1日 LT1日→LT2日 合計
LT1日→LT2日

受注締め時間

13:00
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２．サプライチェーンを繋ぐ情報流の現状と課題

（１）加工食品流通業界の情報流の現状

(２）メーカー・卸間の情報流効率化に向けた取組み

（３）商品情報連携におけるサプライチェーン間での課題

7
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（１）加工食品流通業界の情報流の現状

8

商

流

物

流

メーカー 卸売業 小売業本部

店舗

業界VAN（ファイネット等）

メーカー物流業者

メーカー共配業者

路線便事業者

卸売業DC（汎用・専用）

小売共同DC・TC

受注

出荷指示 納品データ

発注

納品

納品

納品

物流
情報

VAN各社（多数存在）

発注
日食協

EDI-FMT 受注 発注流通BMS

VAN各社（多数存在）

流通BMS

出荷
指示

納品データ

納品

物流
情報

現
状
と
課
題

卸・メーカー間 : ①商流 - 業界VANにより標準化が進んでいるが、固定長FMTのため、新たなメッセージ種の要望に対応できない。

: ②物流 - 情報は紙媒体（納品伝票）のやり取り今だに主流で、電子的に情報が繋がっていない。

小売・卸間 : ①商流 ｰ 大手小売業を中心に流通BMSが普及し、物流・請求支払まで含めた業務プロセスの標準化が進んでいる。
: ②物流 - 納品情報は既にデータによりやり取りがされ、その信頼性に基づいた検品レスが実施されている。
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加工食品サプライチェーンにおける物流情報の共有状況

メーカー 卸売業
小売本部

物流情報
（ASN）

発注EDI

小売
TC

小売
店舗

小売
DC

卸DC

メーカー
倉庫

発注EDI

納品伝票、検品・押印

納品伝票、検品・押印

運送
事業者運送依頼伝

票送り状

♪
♪

♪
♪

♪♪
♪
♪

・物流情報
（ASN）

・債権債務情報

メーカー・卸間のEDIについては、納品情報と債権債務情報の部分が紙でのやり取りとなっており、照
合作業や紙保管等にコストがかかっている。

特に納品情報については、荷受側ではいつ何がどのような荷姿でどの程度来るのか荷物が到着するま
でわからないため、受入体制が整えられず、検品においても荷物と伝票をアナログでチェックしなければ
ならず、結果としてトラックドライバーの長時間待機にもつながっているとも言われている。
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日食協標準EDIフォーマット

課 題

技術的老朽化
新データ種
フォーマットの

要望

現行運用と
仕様書の
老朽化

未利用等
フォーマット
の対応

業際間の
標準化

取り巻く環境
への対応

あるべき姿

今後は、日食協フォーマットをバージョンアップせず、

新たにメーカー・卸間BMSを構築し

BMSを製・配・販3層の標準化EDIとする

卸・メーカー間EDIの「あるべき姿」

（２）メーカー・卸間の情報流効率化に向けた取組み
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（２）メーカー・卸間の情報流効率化に向けた取組み

11

事前出荷情報（ASN）に関する

ASNレベル及び検品レスと伝票レス

に関する運用指針に関する検討

BMSメッセージの作成検討

（ASN、受領、返品・返品受領）

DPC協議会 次世代EDIチーム
（SBM会議）

日食協 ASN検討WG

メーカーと卸による
「メーカー・卸間

次世代標準EDI推進協議会」

BMSメッセージ案の作成

日食協 EDI・WG、
次世代標準EDI専門部会

連 携

物
流
担
当
中
心

シ
ス
テ
ム
担
当
中
心

《 メーカーと卸の検討体制 》
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目的は、加工食品サプライチェーンにおけるメーカー・卸間の次世代の標準EDIを策定し、先ずは、「持続可能な物
流の構築」 に関する導入が急がれる事前出荷情報（ASN）等の計画・活用・実施

事務局
一般社団法人

日本加工食品卸協会

・アサヒビール㈱
・味の素㈱
・カルビー㈱
・菊正宗酒造㈱
・キユーピー㈱
・キリングループロジスティクス㈱

・サントリーシステム
テクノロジー㈱

・日清食品ホールディングス㈱
・㈱ニップン
・ハウス食品㈱
・明治ホールディングス㈱

・伊藤忠食品㈱
・加藤産業㈱
・国分グループ本社㈱
・㈱日本アクセス
・日本酒類販売㈱
・三井物産流通グループ㈱
・三菱食品㈱
・㈱山星屋

幹事会

メーカー（11社） 卸（8社）

・GS1 Japan
・㈱ファイネット

・大塚食品㈱
・カゴメ㈱
・㈱加藤美蜂園
・カルピス㈱
・クラシエ㈱
・月桂冠㈱
・サッポロビール㈱
・田中食品㈱
・テーブルマーク㈱

・日清オイリオ
グループ㈱

・㈱日清製粉ウェルナ
・ネスレ日本㈱
・ハナマルキ㈱
・ヒガシマル醤油㈱
・マルハニチロ㈱
・㈱明治屋
・ヤマキ㈱
・理研ビタミン㈱

メーカー（18社）

オブザーバー（1団体、1社）

全体会（メーカー29社、卸8社、オブザーバー1団体・1社）

メーカー・卸間次世代標準ＥＤＩ推進協議会

（略称：次世代EDI協議会）

（五十音順、敬称略）

「メーカー・卸間次世代標準EDI推進協議会」 の発足（25年3月）
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Step１

物流（事前出荷情報（ASN）～受領の高度化）

卸・小売間に比べ遅れている卸・メーカー間の事前出荷（ASN）に関する物流の高度化を図る

以下、既存流通BMSメッセージを参考に各業界VANフォーマットを含めて検討を行う。

⚫ 受発注、仮称-仮ASN(新規)、ASN(見直し)
※ ASNを実現する上で、必要に応じて受発注データの見直しを行う（新規）

⚫ 受領～請求・支払の業務運用検討
受領～請求・支払を鑑みてStep1では、受領～請求・支払（出荷案内も含む）までの業務運用を検討し、
Step2の実現へ繋げる。また、メーカー・卸間で出荷案内の運用等に差異があるのを是正する。

「次世代EDI協議会」 での検討内容

1-1. BMSメッセージの作成検討

受領、返品、請求・支払のデータ化と出荷案内の見直し

⚫ 他業界では実現している受領、返品・返品受領のデータ化を行う
⚫ 請求・支払のEDI化を推し進め、効率化と高度化を図る

以下、既存流通BMSメッセージを参考に各業界VANフォーマットを含めて検討を行う。

⚫ 物流 : 受領（新規）、返品・返品受領(新規)
⚫ 出荷案内（見直し）
⚫ 債権債務：請求（（出荷案内）見直し→新規）、支払（新規）

Step２

（本年度）
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2. 進め方（変更後）

残りの既存日食協フォーマットからBMSメッセージへの集約

残りの既存日食協フォーマットからBMSメッセージへの集約を推し進め、効率化と高度化を図る

日食協FMTと各業界VANフォーマットを参考にBMSメッセージを検討する。

⚫ 残りの既存フォーマット（在庫、販売実績、販促金、その他）をBMSメッセージに集約し、標準化を図る

Step3

1-2. 運用指針の確認・検討

① ASN～受領に関しては、「事前出荷情報（ASN）の運用指針（案）」を基に、メーカーと卸で内容を再確
認・再検討する。最終、「運用指針」、「ガイドライン」として纏める

② ①以外のデータに関しては、各Stepを進める上で、運用指針を再確認・再検討し、次世代標準EDIの「運
用指針」、「ガイドライン」として纏める

Ⅱ. 協議会検討内容とスケジュール感
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積年の課題：10年前の資料

15

（３） 商品情報連携におけるサプライチェーン間での課題
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（３） 商品情報連携におけるサプライチェーン間での課題

10年後の今も同じ課題



※出所：経産省 第三回商品情報連携標準に関する検討会 【資料】 【資料４】商品情報の連携について（経済産業省提出資料）より

経産省主催 「商品情報連携標準に関する検討会」 （3月14日）
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産業横断レジストリー の概要

出展：GS1 JAPAN 経産省商品情報連携会議資料より
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出展：GS1 JAPAN 経産省商品情報連携会議資料より

産業横断レジストリー推進体制
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